第24回　L-band RF電子銃開発グループ会合

日程：2010年9月28日(火曜日）

時間:　13時30分より

接続: ビデオ（52869) + WEBEX(ネットワーク障害によりほとんど不通）

出席者：早野、高富、高橋(義)（KEK会場）、加藤、杉本、川瀬、磯山（大阪会場）、飯島、栗木（広島会場）

◯磯山先生より、CuのPdロウ付け試験について報告があった.

前回のロウ付け試験で、ロウの量に関わらず溝にロウ材が残留しているという所見があった。しかしよく調べると切断の際に生じたバリ状のもので、実際に内部にロウ材が残っている訳ではないことが明らかとなった。外部への浸みだしなどを考慮するとロウ材の量を接合部体積の100%から120%にするのがよいと思われる。

Q:バリの発生源は？

A:明らかではない.

Q:ロウ材の量はどのように決めるのか？

A:ロウ付けの立場からすると多めの120%ということになるが、浸みだしを防止するという観点からは少なめにしたい.ロウ付けの技術者と相談の上決定したい.

◯栗木より、量子ビーム入射器打ち合わせについて報告があった.

2012年3月の量子ビーム実験開始に向けて、関係者間で話合いをおこなった.　2011年の3-4月に二回目のFNAL空洞のエージング、その後ビームラインの組立が予定されている.

C:2010年末までにFNAL空洞の洗浄を予定している。現在のところ超純水＋界面活性剤での拭き取り洗浄を検討しており、テストを行う予定。ドライアイス洗浄はバックアップ.

Q:阪大空洞のエージングは？

A:2011年の1-7月の間であれば行うことができる.

C:2010年度内の物品調達は望ましいが、予算に依存し、現状では難しい.

Q:放射線検査が年一回というのは本当か？

A:確認する.

◯その他

阪大のRF電子銃開発の大学支援のヒアリングが行われた.

次回ミーティングは10月26日（火曜）　13時30分より

文責：栗木　　　

